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く
ず
ま
き
観
光
地
域
づ
く
り
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会(
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ず
ま
き
型
Ｄ
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の
「
特
産

品
を
活
用
し
た
新
商
品
発
表
会
」
は

２
月
10
日
、
ふ
れ
あ
い
宿
舎
グ
リ
ー

ン
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
ら

約
20
人
が
新
商
品
の
試
食
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
二
色
の
ク
リ
ー
ム
と

生
地
の
食
感
が
特
徴
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
や
㈱
岩
手
く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
の
山
ぶ

ど
う
原
液
を
使
っ
た
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
、

く
ず
ま
き
高
原
牧
場
の
牛
乳
を
使
用
し

た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
３
点
を
披
露
。
新

商
品
は
、
２
月
22
日
と
23
日
の
２
日
間
、

滝
沢
市
の
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
で
開
催

さ
れ
た
「
い
わ
て
Ｓ
‐
１
ス
イ
ー
ツ

フ
ェ
ア
」
の
出
店
に
向
け
て
、
料
理
研

究
家
の
小
野
寺
惠
さ
ん
に
指
導
を
受
け

て
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
が
開
発
し
た
も
の

で
す
。

　

同
協
議
会
長
の
觸
澤
義
美
副
町
長
は

「
新
商
品
は
ど
れ
も
食
材
の
良
さ
が
十

分
に
伝
わ
る
作
り
方
。
町
に
は
先
人
の

方
々
が
苦
労
し
て
築
い
て
き
た
宝
と
す

べ
き
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た

だ
お
い
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
胸
に
響

く
商
品
と
し
て
、
作
り
手
の
思
い
を
伝

え
な
が
ら
町
の
特
産
品
と
し
て
利
用
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
指
導
し
た

小
野
寺
さ
ん
は
「
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
や
乳
製

品
と
い
っ
た
豊
か
な
自
然
か
ら
育
ま
れ

た
も
の
が
生
か
さ
れ
た
商
品
で
す
。
く

ず
ま
き
の
自
然
の
豊
か
さ
が
あ
ふ
れ
出

る
ケ
ー
キ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
し
た
。

出席者たちにケーキの特徴を説明する小野寺惠さん㊧と
シュークリームの最後の仕上げを実演する酒寄優樹さん

まちの農林商工業の発展誓う
2.13 葛巻町産業振興大会

受賞された皆さん（敬称略）

町長表彰

産業経済優秀賞

㈱ P e a c e  V a l l e y 
Dalry(星野)

第63回岩手県畜産共進会（ホルスタイン種の部）
第１、９、10部で１等賞を受賞

折元大
ひ ろ き

樹（遠矢場）
第63回岩手県畜産共進会（ホルスタイン種の部）
第２部で１等賞を受賞

町産業振興協議会長表彰

優良農家等表彰
高宮幸

さ ち え

恵（中村） 丹内久仁人（栗山） 小谷地政康（小田）
木戸場克郁（小苗代） 中家　学（吉ヶ沢） 目時新一（吉ヶ沢）
荒谷由雄（小田） 里澤　孝（星野）

野菜、花き共進会入賞者表彰
（金賞受賞者）

小屋畑孝喜（四日市） 瀧渡正吾（吉ヶ沢）

造林、育林、間伐共進会入賞者表彰
（最優秀賞受賞者）

延足　章（遠矢場） ㈲アネハル産業

商工部門表彰

㈲とりい ㈲コンケイ ㈱近誠
㈲葛巻観光 ㈱小山田商店葛巻給油所 スーパーみうら
㈲上遠野工務店 コンドーデンキ ㈱岩手くずまきワイン
前野モータース 茶香 福井塗装
㈲江田建築

　町産業振興協議会（会長、鈴木重男町長）
主催の令和元年度葛巻町産業振興大会は２
月13日、ふれあい宿舎グリーンテージで
開催され農林業や商工業の関係者らおよそ
100人が出席しました。
　鈴木重男町長は「町の産業が一体になり
ながら、町がさらに大きく発展する取り組
みを皆さんと共に続けていきましょう」と
あいさつ。各種共進会入賞者や優良農家、
林業、商工業の各分野で功績があった方々
に町長表彰、町産業振興協議会長表彰がそ
れぞれ手渡されました。また、新規就業者
として９人が紹介され、そのうち３人が自
己紹介と今後の決意を発表し、会場から大
きな激励の拍手が送られました。
　大会後には㈱岩手屋の小松遊平取締役副
社長が「おかげさまの心で」と題して記念
講演を行いました。

新規就業者として自己紹介と今後の抱負を語る上野祥平さん㊨、瀧渡正幸
さん㊥、馬渕司さん㊧

新規就業者の皆さん（敬称略）
皆川和也（江刈馬渕） 酪農 瀧渡正幸（吉ヶ沢） 肉用牛
皆川静香（江刈馬渕） 酪農 馬渕　司（正路） 肉用牛
澤口翔太（江刈馬渕） 酪農 橘　貴弘（江刈馬渕）くらふと合同会社
上野祥平（小田） 酪農 入月康輔（浦子内） ㈲シダ
東舘優樹（吉ヶ沢） 肉用牛 ９人

連携強め地方創生のモデル目指す
2.18 北岩手循環共生圏結成式

　北岩手循環共生圏結成式は２月18日、久慈グ
ランドホテルを会場に、関係者約300人が出席し
て行われました。県北９市町村（久慈市、二戸市、
葛巻町、普代村、軽米町、野田村、九戸村、洋野町、
一戸町）で構成する北岩手循環共生圏は、環境省
が提唱する「地域循環共生圏」の考え方に沿って、
各地域が持つ再生可能エネルギーや農林水産物な
どの資源を最大限に活用して、脱炭素社会の実現
や地域経済の循環を促進する新たな取り組みです。
　加盟する９市町村は、昨年２月６日に横浜市と
「再生可能エネルギーに関する連携協定」を締結。
北岩手の豊富な地域資源と、横浜市の経済的資源
の交流・循環を活発化させる取り組みを進めてお

地
方
創
生
へ
の
思
い
を
一
つ
に
今
後
の
活
動
の
充

実
を
誓
う
関
係
市
町
村
長
ら

り、今後は「北岩手循環共生圏」がひとつのまと
まりになって、都市と農山漁村の連携による地方
創生のモデル形成を目指します。


